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１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 　 △ 訂正・変更 有

2 社外取締役 ○ 　 ○ 有

3 社外取締役 ○ △ 訂正・変更 有

4 社外取締役 ○ ○ 有

5 社外取締役 ○ ○ 新任 有

6 社外取締役 ○ 　 ○ 有

7 社外取締役 ○ △ 　 訂正・変更 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

番号

山田隆基氏は、長年の半導体メーカーでの勤務経験を有し、半導体業界及び事業内容に通じてい
ます。同氏が過去に勤務していた沖電気工業株式会社では、同社の半導体生産カンパニーのプレ
ジデントを務めたほか、海外の生産子会社の取締役社長を務めるなど、半導体メーカーにおける
企業経営の経験も有しております。このほか、UACJ タイランドカンパニーリミテッド設立時に
は、海外経験を活かし大型プロジェクトを主導し、また、現在においては、タイ スペシャルガス
カンパニー リミテッドの副社長として、新規ビジネス開拓等に活躍されるなど、異業種メーカー
での実務経験とネットワークを豊富に有しております。
また、山田氏は、現在「指名委員会」及び「報酬委員会」の委員に就任頂いており、当社のコー
ポレートガバナンスの透明性確保と適切性向上に貢献頂いております。更には、取締役会以外の
場で定期的に開催され、重要テーマについての審議を行う役員ディスカッションでの議論を通
じ、グループ成長戦略推進における妥当性と適切性の確保においても貢献頂いております。これ
らのことから、山田氏には業務執行全般における適切性の確保に貢献頂くとともに、当社グルー
プが半導体メーカーとして事業を推進して行く中で、有益な提言を頂けるものと考えておりま
す。
上記により、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、山田氏は、業務執行全般に
おける適切性の確保と監督機能の強化といった、社外取締役の職責を適切に果たして頂けるもの
と期待しており、同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いた
しました。
なお、山田氏が過去に勤務していた沖電気工業株式会社の半導体部門は、現在、ローム株式会社
グループの一部であり、当社は同社グループと取引がございます。その取引額は、当社及びロー
ム株式会社の双方における連結売上高の２％未満であり、主要な取引関係には該当いたしませ
ん。

平野氏は、当社の取引銀行出身ですが、当該銀行の役員を2010年に退
任しており、同氏と同行との間に特別な利害関係は存在しておりませ
ん。
また、当社は、複数の金融機関から借入を行っており、2024年３月期
末時点における平野氏の出身銀行からの借入額は、借入金残高の2％未
満であり、当社が当該銀行に大きく依存している状況にはありませ
ん。これらの状況を踏まえ、平野氏が当社経営陣から著しいコント
ロールを受けることは無く、また同氏が当社経営陣に対し著しいコン
トロールを及ぼすことも無いと考えております。
上記により当社では、平野氏の独立性は確保されており、同氏と一般
株主との間に利益相反が生じる恐れは無いと考えております。

平野秀樹氏は、過去の銀行勤務の経験から、財務・会計に関する高い知見を有しており、執行役
員としての経歴も有しておりますので、経営者の目線から業務執行の監督機能強化に寄与頂ける
ものと考えております。平野氏は、2019年より当社の社外監査役に就任され、当社ビジネスに関
する理解を有しておりますます。また、平野氏は、現在「指名委員会」及び「報酬委員会」の委
員長に就任しており、当社のコーポレートガバナンスの透明性確保と適切性向上に貢献頂いてお
ります。更には、取締役会以外の場で定期的に開催され、重要テーマについての審議を行う役員
ディスカッションでの議論を通じ、グループ成長戦略推進における妥当性と適切性の確保におい
ても貢献頂いております。
上記により、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、平野氏は、業務執行全般に
おける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けること、更には、当社
のコーポレートガバナンスの透明性の確保と適切性の向上に貢献頂けることが期待できるため、
同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。

独立役員氏名

菅原　万里子

山田　隆基

南　　　敦

森谷　由美子

該当状況についての説明（※４）

藤田則春氏は、当社の会計監査人である監査法人に属しておりました
が、当社の会計監査に直接的に関与することはなく、同法人において
コンサル業務を主体とするＪＢＳグローバル統括責任者に就いており
ました。また、当該監査法人退職後、既に１０年以上が経過しており
ますので、同氏と同法人との間に利害関係は無く、独立した立場を確
保しつつ、客観的な視点で当社経営を監視頂くことができると考えて
おります。
一方、当社が会計監査人に支払う監査報酬等の額は一般的な水準の範
囲内にあり、また、同法人は多数の企業の会計監査人に就任している
ため、同法人が、当社から支払われる監査報酬に大きく依存している
状況にありません。
こうした状況を踏まえ、藤田氏が当社経営陣から著しいコントロール
を受けることは無く、また同氏が当社経営陣に対し著しいコントロー
ルを及ぼすことも無いと考えられます。
上記により当社では、藤田氏の独立性は確保されており、同氏と一般
株主との間に利益相反が生じる恐れは無いと考えております。

選任の理由（※５）

藤田　則春

藤田則春氏は、日本及び米国における公認会計士資格を有しており、財務及び会計に関する高度
な知見を有しております。また、米国の監査法人においてパートナーを務められるなど、豊富な
国際経験も有しており、グローバル経営推進の観点で有益な助言・提言を頂いております。
なお、藤田氏は、当社の会計監査人である監査法人に所属しておりましたが、当社の会計監査に
直接的に関与することはなく、海外進出企業向けのコンサル業務を主体とするＪＢＳグローバル
統括責任者に就いており、また、同監査法人を退職してから既に10年以上が経過しておりますの
で、独立した立場を確保しつつ、客観的な視点で当社経営を監視頂くことができます。また、藤
田氏は、現在「指名委員会」及び「報酬委員会」の委員に就任しており、当社のコーポレートガ
バナンスの透明性確保と適切性向上に貢献頂いております。更には、取締役会以外の場で定期的
に開催され、重要テーマについての審議を行う役員ディスカッションでの議論を通じ、グループ
成長戦略推進における妥当性と適切性の確保においても貢献頂いております。過去において藤田
氏は、当社の重要な米国子会社の社外取締役に就任しており、国内外の半導体業界の知見を有し
ております。この知見はグループ経営の監督においても寄与するものと考えております。
上記により、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、藤田氏は、業務執行全般に
おける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けること、更には、当社
のコーポレートガバナンスの透明性の確保と適切性の向上に貢献頂けることが期待できるため、
同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2024/5/29

独立役員届出書の
提出理由

番号

2024/6/21

コードサンケン電気株式会社 6707

定時株主総会に社外役員の選任議案が付議されるため

社外取締役／
社外監査役

平野　秀樹

生越　由美

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h．上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k．社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。

生越由美氏は、東京理科大学専門職大学院において、技術経営専攻の専任教員として、技術・文
化を活用した企業ビジネスの優位性を経営目線で構築できる人材の育成を行っており、ここから
得られた知見は、当社の技術経営において、客観的な観点での有益な助言・提言を頂けるものと
期待しております。また、企業の成長において特許は非常に重要な要素でありますが、生越氏は
知的財産分野において長年の経験を有するとともに、内閣機関である知的戦略本部に設置された
コンテンツ・日本ブランド専門調査会委員を務められるなど、大学教授以外に各方面で活躍され
ております。こうした長年の学術的活動を通して得られた知見は、当社の知財戦略に対しても客
観的な観点から有益な助言・提言を頂けるものと考えております。更に、女性社外取締役とし
て、当社における女性活躍等のダイバーシティの観点で、特に当社サステナビリティ委員会に対
する第三者目線からの有益な助言・提言を頂けるものと考えております。
上記により、生越氏は、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、業務執行全般に
おける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けることが期待できるた
め、同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。

森谷由美子氏は、長年にわたる銀行での勤務経験から、財務・会計に関する高い知見、管理領域
及び営業現場に関する経験・知見を有し、同行での常勤監査役としての経験も有しております。
また、システム関連の上場企業の社外取締役としての経験もあり、経営に関する豊富な知見を有
しております。こうした経験は、客観的な視点で、取締役会における意思決定の妥当性及び適正
性の確保において、また、監査等委員会での監査の実効性確保において寄与することが期待でき
ます。更に、森谷氏からは、女性社外取締役として当社における女性活躍等のダイバーシティの
観点で、特に当社サステナビリティ委員会に対する第三者目線からの有益な助言・提言を頂ける
ものと考えております。
こうしたことから、森谷氏は、監査等委員である社外取締役としての職責を適切に果たして頂け
ることが期待できるため、同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として
選任いたしました。

南敦氏は、弁護士及び弁理士としての専門的な知識・経験を有しており、監査等委員である社外
取締役に就任頂くことで、法律専門家としての客観的な視点で、取締役会における意思決定の妥
当性及び適正性の確保において、また、監査等委員会での監査の実効性確保において寄与頂ける
ものと考えております。
こうしたことから、南氏は、監査等委員である社外取締役としての職責を適切に果たして頂くこ
とが期待されるため、同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任
いたしました。

菅原万里子氏は、これまで企業法務や多種多様な業種でのＭ＆Ａに携わったほか、自身の研究課
題である税法分野における税務訴訟に携わるなど、法律専門家として豊富な知識と経験を有して
おります。このことから、法務リスクやコンプライアンスの領域において、幅広く有益な助言・
提言を頂けるものと考えており、菅原氏には、独立した立場から、弁護士としての客観的な視点
で経営を監視頂くことが期待でき、当社取締役会の監督機能強化にも貢献頂けるものと考えてお
ります。また、女性社外取締役として、ダイバーシティの観点で、当社サステナビリティ委員会
に対し、第三者目線からの有益な助言・提言を頂くことが期待できます。
上記により、菅原氏は、当社グループが中長期的な成長戦略を進めて行く中で、業務執行全般に
おける適切性の確保と監督機能の強化といった職責を適切に果たして頂けることが期待できるた
め、同氏を一般株主との間に利益相反が生じる恐れの無い独立役員として選任いたしました。

森谷氏は、当社の取引銀行出身ですが、当該銀行の役員を2011年に退
任しており、同氏と同行との間に特別な利害関係は存在しておりませ
ん。
また、当社は、複数の金融機関から借入を行っており、2024年３月期
末時点における森谷氏の出身銀行からの借入額は、借入金残高の2％未
満であり、当社が当該銀行に大きく依存している状況にはありませ
ん。これらの状況を踏まえ、森谷氏が当社経営陣から著しいコント
ロールを受けることは無く、また同氏が当社経営陣に対し著しいコン
トロールを及ぼすことも無いと考えております。
上記により当社では、森谷氏の独立性は確保されており、同氏と一般
株主との間に利益相反が生じる恐れは無いと考えております。
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